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　3 月 2 日に岐阜駅前のじゅうろくプラザにおきまして、東
海北陸ブロック主催の次世代支援セミナー「自分らしさを発
揮する、プロコーチによるワークショップ」が開催されまし
たので参加して参りました。
　講師は、株式会社ＭｅＣｏＦａ代表取締役社長川上重信氏
で、三菱電機ビルテクノサービス株式会社を経て株式会社
ＭｅＣｏＦａを設立され、国立豊橋技術科学大学で客員准教
授もされている方です。
　セミナーの冒頭でオリエンテーションとして「ここは、勉
強の場ではありません。終わった時に『勉強になった～』と
感じるのではなく、『自分で未来を変えていく』という決断を
し、変革行動に踏み出すためのきっかけの場だと認識してく
ださい」というお言葉があり、いつものセミナーとは違い少
し気が引き締まる思いがしました。
　セミナーの内容は、クリーニング業界の市場規模は減少し
続けていて運営コストも増加しているという現状のお話しを
され、クリーニング業界の未来のためには改善レベルや小手
先での対応レベルでは生き残れない、変化というより変革が
必要であると話されました。なるほどごもっともだと思いま
した。
　また、いろいろな設問で各テーブルごとでディスカッショ
ンしたり、参加者全体で意見の合う人、合わない人同士での
ディスカッションをしたりなど、とても面白かったです。

2/16 に組合会館 4F で「ワンランク上のウェットクリーニン
グセミナー」で洗剤メーカーによるシリコン洗剤とノンシリコ
ン洗剤のメリット＆デメリット、また設備投資は必要ですが、
一度に沢山のウェットクリーニングが出来るシステムの説明と
動画の紹介がありました。
　当店も汗でバリバリになった背広等をウェットクリーニング
することが多々あります。
　しかし我流の洗い方で他店の皆さまはどのように処理してい
るのか？と思っていたところ、シミ抜きスクールで仲良くなっ
た仲間がほぼ全てのものをウェットクリーニングするお店が愛
媛県松山市にあると教えてくれました。しかもそのお店、見学
OK だったので、昨年 6 月に仲間達とちょっとした旅行気分で
行って来ました。
　そこでは洗いの温度や時間、脱水のコツ、仕上げ方などを見
学させてもらい、今まで我流でやっていたやり方の答え合わせ
が出来ました。
　シミ抜きスクールに参加すると、シミ抜きの知識と技術が向
上するのはもちろん、愛知県だけでなく他県の仲間も出来、そ
の仲間が色々な情報を教えてくれるのでクリーニング全般の向
上に繋がります。
　興味のある方は来シーズンのシミ抜きスクールに参加してみ
ませんか？
　　　　　　　　　　　　　　松井クリーニング店　松井孝伸
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総会の報告
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　先日２月１６日に第５０回愛知県クリーニング生活衛生同業組合通常総会が愛知県クリーニング綜合センター４階にて執り
行われました。
司会の大平理事から「昨年度ご逝去された４名の方に対し１分間の黙祷をもって哀悼の意を表したいと思います。」の言葉の
後、出席者一同で黙祷をしました。
　つづいて箕浦理事長の挨拶「理事長の任を受け無事１年務めさせていただきありがとうございました。若返った理事による
１年間の総仕上げの場となりますので慎重審議よろしくお願いします。」
組合事務局員相馬から組合員数１７４名中、本日の出席者２７名（内一般組合員１７名）議決書ハガキ１０２枚、となり
議決行使総数の半数以上出席しており、定款３２条に基づき本総会は有効に成立したこと」の報告がありました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　議長団、書記、議事録の作成に係る職務を行う理事の選出を「司会者に一任！」の声を
　　　　　　　　　　　　　　　　　会場からいただき、「議長に藤原理事、森岡理事、書記に相馬事務局員、議事録確認者に
　　　　　　　　　　　　　　　　　大谷副理事長」を指名しました。議事録記名押印者を出席理事全員と決定し、「尚予め、
　　　　　　　　　　　　　　　　　事前に議案書への意見及び質問事項を募集しましたが、要望がありませんでした」との
　　　　　　　　　　　　　　　　　報告に続き、議長の進行の元、議案審議に入りました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　結果報告だけをまとめて書き出しますが、第１号議案から第６号議案まで出席者全員の
　　　　　　　　　　　　　　　　　賛成（一部議決書ハガキによる反対２）で承認されました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　つづいて緊急動議として組合加入時に今現在は特別緊急対応基金３０,０００円と
　　　　　　　　　　　　　　　　　出資金３４,０００円合わせて６４,０００円が必要となっているが、基金の分は１ヶ月
　　　　　　　　　　　　　　　　　５００円を５年間続けて入金してもよいという支払い方法も認める事が承認されました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者から「本日の総会が無事終了する事ができました。」との挨拶で散会となりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　最後に第３号議案２０２５年度事業報告案にもあるとおり、Ｐ・Ｄ・Ｃ・Ａを循環させ、
　　　　　　　　　　　　　　　　　新組織２年目にあたり、計画実行から成果を求める活動に挑戦していきます。組合員の
　　　　　　　　　　　　　　　　　皆様のご協力の元、よろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　


